
グラフでうまく伝えるために

問題解決のステップが参考
になる！

わかりやすいグラフに
しよう

–目的に合ったグラフを
選ぼう。

–意味ある比較をしよう。

–書き込みすぎや意味な
い飾り（立体化など）は
つけない。

–基点は０にしよう（特に
棒グラフ）。

– 「オチ」をつけよう
1

stepⅢ：対策

stepⅡ：因果・メカニズム

stepⅠ：現象

現象を正しくとらえる

その現象の因果・メカニ
ズムを究明し原因を特
定する

特定した原因への対策
を講ずる



グラフのいろいろ

2

棒グラフ 折れ線グラフ

統計地図円グラフ
散布図（点グラフ）

わかりやすくなるよう
工夫を
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1 棒グラフ
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3

数値を単純に比較
時間的変化を示す

起点は０に
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現象を強調し
たくないとき

見せ方で印象が大きく変わることにも注意。

データの出典：国勢調査
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時間的変化を示す
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15～64歳

2 折れ線グラフ



3 円グラフ

15歳未満人口
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15～64歳人口
55%
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平成27年国勢調査島根県年齢別人口

15歳未満人口 15～64歳人口 65～74歳人口 75歳以上人口
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集団の質的構造を表す

データの出典：国勢調査



4 帯グラフ
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平成27年
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6

集団の質的構造を表す
並べることで、推移も

島根県の４区分人口 データの出典：国勢調査



5 ヒストグラム

7

データの散らばり方を示す
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• データの散らばりを
示すグラフ。

• 横軸（X軸）は階級。

量的データで、連続
性があるため、棒を
隣接させる。

• 縦軸（Y軸）は度数。

それぞれの階級に
入る記録。

• 棒の横幅を変える場
合は、棒の面積が度
数と比例するよう、
高さを調整する。

平成27年国勢調査における都道府県別人口総数のヒストグラム

県

データの出典：国勢調査



2010年・2015年国勢調査における都
道府県別人口総数の箱ひげ図
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• データのちらばりを示す。
集団間の比較もできる。

• 用いるのは、最小値、第１
四分位数、中央値、第３四
分位数、最大値。

– 四分位数とは、「全てのデー
タを小さい順に並べて四つ
に等しく分けたときの三つの
区切りの値」。

– 詳しい定義や作成方法は、

「なるほど統計学園」で
https://www.stat.go.jp/naru
hodo/4_graph/shokyu/hako
hige.html

6 箱ひげ図 データのちらばりを表す

https://www.stat.go.jp/naruhodo/4_graph/shokyu/hakohige.html
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7 統計地図

地域的分布をしめす

http://www.stat.go.jp/data/chiri/map/index.html
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8 散布図（点グラフ）

10

二つの量の間の関係を表す

強い関係性があっても、因果
関係があるとは限らない！

（％）

（千人）
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• 多数の項目の数字を線
で結んだグラフ。特性
の比較ができる。

• 「特化係数」は、各産業
が全国と比較してどの
程度の水準にあるのか
を示す指標。

– 県構成比÷国構成比

– １を超える産業は、その
産業の構成比が全国よ
りも高い水準にあること
を示す。

9 レーダーチャート 複数の指標をまとめてみる。

H27国勢調査から計算
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D建設業

E製造業

H運輸業、郵便
業

I卸売業、小売
業

M宿泊業、飲

食サービス業

P医療、福祉

Rサービス業

（他に分類され

ないもの）

主な産業における従業者数の

特化係数



目的別にみた主なグラフの表現

比較 内訳 推移 相関 分布

棒グラフ ◎ ○ ○ △ △

折れ線グラフ △ × ◎ × ×

円グラフ ○ ◎ × × ×

帯グラフ ○ ◎ 〇 × ×

ヒストグラム × × × × 〇

箱ひげ図 ○ × × × ○

統計地図 × × ○ × ○

散布図（点グラフ） × × ○ ◎ ◎

レーダーチャート ◎ 〇 〇 × ×
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注意すること
同じ平成22年の人口ピラミッドでも、

区分を変えると、全然違う感じに
なってしまいます。

出典や目盛り
も気にしてね
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解決したい問題が

なぜ重要なのかを示すグラフ

1

現象の本質がデータにより
捉えられ焦点が
絞られているグラフ

2

解決案がどの程度の効果を
もたらすか、

あるいはもたらしうるかを示す
グラフ

4

全国的に
気温が上昇
している！

冬の電気の使い方に着目!!

エアコンを不使用のため

ポイント

どうすれば問題を解決できるか
を示す、

あるいは解決しうるかのヒントを
与えるグラフ

3

H25統計グラフ指導者講習会
渡辺美智子先生の資料から


